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お殿様公園

伊予の小京都

郷
土
の

味
を
た
ず
ね
て

～新しくなる　肱川橋とともに　大洲の町を再発見～

大洲だより大洲だより
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洲
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主
加
藤
家
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り
の
和
風
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築
が
興
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あ
の
国
民
的
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
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れ
る

園
内
で
殿
様
時
代
の
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を
感
じ
て…
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藤
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の
和
風
建
築
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の
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民
的
映
画
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ら
れ
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名
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感
じ
て…

　
お
殿
様
公
園

　
大
洲
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た

大
洲
。
大
洲
城
は
平
成
16
年
に
木
造

復
元
さ
れ
た
が
、
そ
の
お
城
下
に
は
、

櫓
な
ど
当
時
の
面
影
を
残
す
建
物
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
、

大
洲
高
校
の
周
辺
に
も
趣
の
あ
る
街

並
み
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
、
久
し
ぶ
り
に
足
を
向
け
て

み
た
。
昭
和
52
年
に
公
開
さ
れ
た
映

画
『
男
は
つ
ら
い
よ 

－

寅
次
郎
と
殿

様－

』
で
寅
さ
ん
が
歩
い
た
あ
の
道

だ
。
そ
し
て
、
高
校
の
目
の
前
に
は
、

「
お
殿
様
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ

た
雰
囲
気
の
あ
る
公
園
。
劇
中
で

「
殿
様
の
屋
敷
」
と
し
て
登
場
し
た

旧
加
藤
家
住
宅
主
屋
が
当
時
の
姿
を

残
し
て
い
る
。
国
の
有
形
文
化
財
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、

旧
大
洲
藩
主
の
加
藤
家
が
大
正
14
年

に
建
築
し
た
木
造
２
階
建
て
の
和
風

建
築
。
当
時
、
東
京
に
居
住
し
て
い

た
旧
大
洲
藩
主
の
末
裔
、
加
藤
泰
通

が
大
洲
の
住
居
と
し
て
利
用
し
て
い

た
。
晩
年
、
泰
通
氏
は
本
格
的
に
大

洲
に
居
住
し
、
昭
和
46
年
に
そ
の
生

涯
を
終
え
る
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
た

と
い
う
。

　
建
物
は
、
寄
棟
造
の
木
造
総
２
階

建
て
。
主
玄
関
と
内
玄
関
が
あ
り
、

主
人
と
客
人
用
、
家
族
用
と
使
い
分

け
が
明
確
に
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
建
物
内
部
に
も
客
人

を
迎
え
る
表
向
き
の
部
屋
と

家
族
が
使
う
内
向
き
の
部
屋

が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
格
式

や
身
分
制
度
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と

が
伺
え
る
。
中
で
も
、
大
き
な
特
徴

は
、
「
ガ
ラ
ス
障
子
」
。
２
階
の
外

側
、
通
常
は
雨
戸
に
す
る
部
分
に
ガ

ラ
ス
窓
を
用
い
た
開
放
的
な
つ
く
り

に
な
っ
て
い
る
。
縁
側
を
回
し
た
三

方
向
を
「
ガ
ラ
ス
障
子
」
に
す
る
こ

と
で
自
然
の
光
を
採
り
込
み
、
明
る

い
空
間
を
演
出
。
ほ
か
に
も
、
旧
大

名
家
の
住
宅
ら
し
い
格
式
高
い
特
徴

や
西
洋
風
の
モ
ダ
ン
さ
を
随
所
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
訪
れ
た
３
月

に
は
ち
ょ
う
ど
雛
飾
り
を
し
て
お
り
、

畳
の
間
に
豪
華
な
七
段
飾
り
が
よ
く

映
え
て
い
た
。
さ
ら
に
園
内
に
は
国

指
定
重
要
文
化
財
の
「
大
洲
城
三
の

丸
南
隅
櫓
」
も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ

ち
ら
は
明
和
３
年
（
１
７
６
６
）
に

再
建
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
お
殿
様
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
歴
史
を
感
じ
る
春
散
歩
。
大

洲
の
魅
力
を
ま
た
一
つ
、
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
大
正
初
期
、
割
烹
旅
館
と
し
て
Ｊ
Ｒ
大
洲

駅
の
近
く
に
創
業
し
た
「
た
る
井
」。
そ
の
支

店
と
し
て
昭
和
48
年
に
開
業
し
た
「
と
の
町

た
る
井
」
は
、
明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
た
愛

媛
県
喜
多
郡
の
郡
長
下
井
家
屋
敷
を
利
用
し

た
建
物
が
特
徴
的
だ
。
梁
や
柱
な
ど
木
造
建

築
の
良
さ
を
活
か
し
、
大
正
初
期
の
茶
室
な

ど
も
客
間
と
し
て
利
用
で
き
る
。
２
階
か
ら

は
木
造
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
を
眺
め
な
が
ら

食
事
が
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。
料
理
は
、

肱
川
で
育
っ
た
鮎
や
鰍
、
鰻
な
ど
の
川
魚
を

中
心
と
し
た
郷
土
料
理
が
中
心
。「
女
性
の
お

客
様
に
も
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
旬
の
美
味
が
少
し

ず
つ
い
ろ
い
ろ
味
わ
え
る
「
点
心
」
な
ど
定

食
も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

明
治
初
期
の
趣
あ
る
邸
内
で

大
洲
城
を
眺
め
つ
つ
�郷
土
の
美
味

と
の
町
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大洲城　三の丸南隅櫓

美しいおひな様を観賞してみては

住　　所／大洲市殿町554
電話番号／0893-24-3000
営業時間／11:00～～21:00
定 休 日／月曜

住　　所／大洲市大洲848-1
営業時間／9:00～17:00
休 園 日／なし
入園無料（建物内部は非公開）
駐車場有

6月～10月は朝どりの鮎を
使ったフルコースも好評。
また、名物のいもたきは
8月末から。

おおず歴史華回廊
イベント＆トピックス

春のまち歩きツアー　4月29日（祝）～5月31日（火）
《全4コース》予約申込み受付中

殿様の愛した老舗菓子舗でのおやつタイムあり！
■料金：お１人様1,500円（施設入館料、和菓子代金込み）■開催日：日曜・祝日
■時間：13：30～15：30（約2時間）※13：20までに「まちの駅あさもや」集合
■距離：約2km　その他：オプションで15：30～17：00大洲城案内（500円）

春旅 1
百年の刻歴史回廊 ～殿様が愛でた風景と名職人の物語～

肱南編

おおず赤煉瓦館のカフェでワッフルセットのティータイムあり！
■料金：お１人様1,500円（施設入館料、赤煉瓦カフェ代金込み）
■開催日：日曜・祝日■時間：14：00～16：00（約2時間）※13：50までに「まちの
駅あさもや」集合■距離：約2km

春旅 2
麗しの浪漫華回廊 ～明治に華咲く和と洋の競演～

肱南編

観光列車「伊予灘ものがたり」（大洲編）下車からの参加がおすすめ
■料金：お１人様1,500円（スイーツ代金込み）■開催日：日曜・祝日
■時間：10：55～12：55（約2時間）※10：50までに「JR伊予大洲駅」集合
■距離：約2km

春旅 3

春旅 1・2・3お申し込み・お問い合わせ

TEL：0893-57-6655（大洲観光総合案内所）
http://www.asamoya.com/kairoh/

春旅 4お申し込み・お問い合わせ

TEL：0893-39-2211（河辺ふるさとの宿）
http://www.kawabe-furusato.com/

女子旅スイーツ華回廊 ～レトロかわいい路地散歩～

肱北編

オプションで龍馬衣装の貸出しもあり（1,000円）
■料金：お１人様3,500円（昼食代、参加賞込み）
■開催日：毎月第３土曜日（4～11月）■時間：9：30～13：00頃まで
　※9：00までに「河辺ふるさとの宿」集合
■距離：約2.5km　その他：1泊2日の宿泊コースもあります。

春旅 4
坂本龍馬脱藩の道～ミニウォークと懐かしの食を楽しむ～

河辺編

とき
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〜
今
後
の
工
事
イ
メ
ー
ジ
〜

大
洲

　
総
合
的
な
洋
品
店
「
大
丸
」
と
し
て

創
業
し
た
の
が
大
正
時
代
。
今
か
ら
お

よ
そ
90
年
前
に
な
る
。
戦
時
中
も
閉
め

る
こ
と
な
く
店
を
続
け
、
戦
後
の
高
度

成
長
期
に
は
紳
士
服
、
婦
人
服
、
子
ど

も
服
、
さ
ら
に
は
布
団
な
ど
も
扱
う
地

域
密
着
店
と
し
て
地
元
の
人
々
に
重
宝

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
型
店
舗
の
台
頭
も
あ
り
、
今
か
ら
約
45

年
前
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
汲
ん
だ
上
で
、
大
丸
は
紳
士
服
専
門
店
と

子
ど
も
服
専
門
店
に
分
か
れ
た
。
子
ど
も
服
専
門
店
「
マ
マ
プ
レ
ゼ

ン
ツ
大
丸
」
は
、
現
代
表
の
大
塚
ミ
ツ
ル
さ
ん
が
、
二
代
目
の
夫
と

と
も
に
開
い
た
。
そ
の
当
時
、
子
ど
も
服
専
門
店
は
非
常
に
珍
し

く
、
大
洲
市
内
は
も
ち
ろ
ん
宇
和
島
や
内
子
、
宇
和
な
ど
南
予
全
域

か
ら
の
お
客
様
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
新
生
児
か
ら
1
3
0
cm
ぐ
ら

い
ま
で
の
ア
イ
テ
ム
を
揃
え
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
も
ミ
キ
ハ
ウ
ス
、

K
P
、
ラ
グ
マ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
テ

イ
ス
ト
の
も
の
を
網
羅
。
仕
立
て
の

い
い
日
本
製
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
、
特
に
お
祝
い
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
と
訪
れ
る
人
が
多
い
の
も
頷
け

る
。
ま
た
、
5
年
ほ
ど
前
か
ら
楽
天

を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
通
販
も
開
始
。

地
域
密
着
店
と
し
て
店
舗
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
国
内
や
海
外
か
ら
の

新
規
顧
客
獲
得
へ
向
け
た
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
も
積
極
的
だ
。

「
今
か
ら
60
〜
70
年
前
、
祖
父
が
行
商
と
し
て
は
じ
め
た
の
が
最

初
で
す
」
と
話
す
の
は
、
木
戸
岡
鮮
魚
店
の
三
代
目
。
そ
の
後
、
現

在
の
場
所
に
店
を
構
え
、
父
で
あ
る
二
代
目
か
ら
は
仕
入
れ
た
魚
を

使
っ
た
宴
会
料
理
や
仕
出
し
も
は
じ
め
た
。
三
代
目
も
香
川
で
料
理

修
業
を
重
ね
、
約
20
年
前
に
大
洲
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
扱
う
魚
は
、
毎
朝

八
幡
浜
の
市
場
で
仕
入
れ
て
い
る
。
豊
後
水
道
や
宇
和
海
の
新
鮮
な

魚
介
を
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
名
物
は
鰻
。
八
多
喜
の
楠
崎
養
鰻
場
の
鰻
を
使
用
し
、
関

西
風
の
方
法
で
仕
上
げ
た
蒲
焼
が
人
気
だ
。
注
文
を
受
け
て
か
ら
さ

ば
き
、
店
頭
で
焼
き
上
げ
る
の
で
、
で
き
た
て
が
味
わ
え
る
。
ま

た
、
手
づ
く
り
の
出
し
巻
き
玉
子
も
好
評
で
、
毎
月
２
の
つ
く
日

（
２
日
・
12
日
・
22
日
）
限
定
で
販
売
し
て
い
る
。
た
だ
販
売
す
る

だ
け
で
な
く
、
切
り
身
に
し
た
り
、
刺
身

の
盛
り
合
わ
せ
に
し
た
り
、
焼
き
魚
に
し

た
り
と
、
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
加
工

を
行
い
、
要
望
に
応
じ
て
配
達
に
も
対

応
。
こ
の
よ
う
な
細
や
か
な
気
配
り
が
長

年
地
域
で
愛
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
だ
ろ

う
。
１
階
は
鮮
魚
店
、
２
階
は
宴
会
場
を

構
え
て
お
り
、
祝
事
や
慶
事
、
宴
会
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
の
風
薫
る
大
洲
市
。
そ
の
商
店
街
に
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

活
気
の
あ
る
お
店
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

商
店
街
探
訪

マ
マ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
大
丸

木
戸
岡
鮮
魚
店

肱
川
橋
架
替
工
事
リ
ポ
ー
ト
④

肱
川
橋
架
替
工
事
リ
ポ
ー
ト
④

地
域
の
子
ど
も
服
専
門
店
と
し
て

品
揃
え
と
サ
ー
ビ
ス
で
応
え
た
い

魚
屋
と
い
え
ば

「
木
戸
岡
」

地
元
客
の

御
用
聞
き
と
し
て

愛
さ
れ
る
店

住　　所／大洲市大洲727-16
電話番号／0893-24-2020
営業時間／8:00～19:00
　　　　（宴会は予約に応じて対応）
定 休 日／なし（魚市場が休みの土曜は注文営業）

住　　所／大洲市中村210-24
電話番号／0893-24-2025
営業時間／10:00～19:00
定 休 日／なし
楽天「ママプレ・キッズ」
http://www.rakuten.co.jp/mamapre/

〜
今
後
の
工
事
イ
メ
ー
ジ
〜

　

西
田
興
産
と
し
て
は
、
平
成
27
年
６
月
下
旬
か
ら
工
期
に
入
り
ま
し
た
。
工
事

内
容
と
し
て
は
、
肱
川
橋
架
替
に
向
け
た
迂
回
道
路（
仮
橋
）
の
設
置
で
す
。
清
流

肱
川
を
守
る
た
め
の
事
業
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
へ
配
慮
を
大
切
に
、
安
全

か
つ
慎
重
に
作
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
、
６
月
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け

て
は
日
本
三
大
鵜
飼
い
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
大
洲
の
夏
の
風
物
詩「
鵜
飼
い
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
は
肱
川
の
中
で
の
工
事
は
控
え
、
周
辺
で
の
準
備
に

努
め
ま
し
た
。「
鵜
飼
い
」
の
終
了
後
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
仮
橋
設
置
が
ス
タ
ー

ト
。
川
の
中
に
支
持
杭（
H
形
鋼
）
を
打
ち
込
み
、
橋
桁
を
設
置
、
実
際
に
人
や
車

が
通
行
す
る
道
路
と
な
る
覆
工
板
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
作
業
は
こ

の
橋
桁
を
設
置
す
る
と
こ
ろ
ま
で
。
平
成
28
年
３
月
、
無
事
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

協
力
業
者
さ
ん
と
10
名
ほ
ど
で
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
特
に
注
意
し
た
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
管
理
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
。
冬
場
の
作
業
に
な
り
ま
す

の
で
、
寒
さ
対
策
を
万
全
に
皆
さ
ん
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
仮
橋
の
運
用
に
向
け
て
、
電
気
や
電
話
の
回
線
を
繋
い
だ
り
、
上
水

道
を
通
し
た
り
と
い
う
機
能
面
の
整
備
に
入
り
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
も
と
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

覆工板を設置します
橋桁の上に覆工板を設置して敷き詰めていきます
覆工板は人や車が通行する道路になる部分です

仮橋の完成です

【ポイント】
覆工板は振動でガタガタ音がしないよう
にボルト固定します。

【ポイント】
歩行者、車が快適で安全に走
行できるようこの上にアス
ファルト舗装をします。

大
洲
市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
肱
川
橋
で
す
。

歩道
車道

迂回仮橋
覆工板

※写真はイメージです
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一
般
国
道
56
号
で
あ
る
肱
川
橋
は
、
大
正
２
年
の
初
代
完
成
か
ら
１
０
０
年
以
上
、
大
洲
市
民
の
生
活
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
５
代
目
へ
の
架
替
え
に
関
し
て
は
、
地
震
時
の
耐
震
性
の
強
化
や
、
橋
脚
を
５

本
か
ら
３
本
に
減
ら
す
こ
と
で
川
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
と
い
う
治
水
上
の
問
題
の
解
消
な
ど
、
様
々

な
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
歩
道
を
３
メ
ー
ト
ル
に
広
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
方
も
よ
り
通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
大
洲
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
橋
を
目
指

し
て
…
。

　

今
回
は
迂
回
道
路
の
建
設
に
お
い
て
、
現
場
監
理
を
担
当
さ
れ
て
い
る（
株
）西
田
興
産
の
武
内
勇
士
さ
ん

に
、
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。


